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 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 

男 74 74 46 55 58 52 76 97 97 40 41 

女 87 83 61 74 67 64 86 109 94 53 51 

合計 161 157 107 129 125 116 162 206 191 93 92 

   崎山地区人口統計表  (令和４年１月31日 現在) 

崎山地区まちづくり協議会 事務局 集落支援員 奥野 

五島市役所 崎山出張所内 TEL 0959-73-6389 

崎山地区全体 男 ７１０名 女 ８２９名 計 １，５３９名（先月比＋２名） 

インスタグラムで 

 まち協をフォローしよう！ 

新型コロナウイルス感染予防のために 

マスク着用 と 手指の消毒  

  忘れずにね！ 

白 浜 神 社 春 大 祭 

 2月2日(水)“にがっのふっか”、白浜神社で『白浜神社春大祭(春祭り)』が行われました。少し風が冷

たかったですが、新型コロナウイルス感染症予防をきちんと行い開催されました。七五三・へこ祝・41

厄・還暦・米寿の方々が着物・スーツ姿で、それぞれ一緒にお参りしていました。姉妹お揃いの着物だっ

たり、へこ祝の子ども達は袴姿で揃えたりと、見に行った私まで楽しませていただきました( *´艸｀) 

 残念だったのが、還暦の方達の餅まきがなかったことです。新型コロナウイルス感染症予防のために、

今年は行わないことになったそうです。来年こそは新型コロナウイルス感染症も落ち着いて、いつも通り

開催できることを楽しみにしています。 
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ヘ ト マ ト 

 1月16日(日)、下崎山にて『ヘトマト』が行われました。今年も新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、神事のみの開催でした。朝早くから、大通寺で御幣と羽子板のお祓い

をし、その羽子板を新婚さんのお宅まで届けました。羽子板はとても綺麗にできていて、

その羽子板でまたまた綺麗な着物姿のお嫁さんが酒樽に乗って羽根つきをしている様子な

ど、とても見たかったですね(>_<) その後、青年団と消防団の方達が大草履を山祇神社ま

で担いでいき奉納し途中、ヘトマト通りから山祇神社へ上がる曲がり道と、山祇神社の広

場で胴上げをしました。(女性は乗せてませんでしたが(*´з`)) 大きなわら草履を思いっ

きり上へ上へと上げている姿は、とてもかっこよかったです!!!(個人的に乗ってみたかっ

たです(*’▽’)) 玉せせりの“藁玉”は最後に白浜海岸に投げたそうです。 

 大通寺の住職さんもおっしゃっていましたが、来年こそは３年分の思いを込めて開催で

きること願っています！ 

       ※白浜海岸に砂浜があった頃までは、海岸で行っていたそうです。 
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鬼岳 

福江の坂の上経塚は、文禄の役（1592）出陣での多数の将兵の菩提を弔うため一字一石の礫石経を築 

いたと史実にあり、旧本山村 高田郷松平経塚でも一字一石を埋めたと伝わっている。そんな中、崎山

経塚は“大乗妙典一字一石”供養碑であって、礫石経でない紙本経が見つかったとされているのである。 

    

因みに現在、大通寺にあり「お守りさん」で町民の「家内安全、五穀成就・・・」を祈願する「大般 

若経」は沙門鐵眼募刻（しゃもんてつがんぼこく） 延寶丁巳（えんぽうひのとみ）年仲夏 黄檗（お 

うばく）山寶蔵（ほうぞう）院識 昭和２２年(1947) 五世幹道とある。 

現代風で言えば、「延宝５丁巳（ひのとみ）（1677）陰暦５月（皐月：さつき）に鐵（鉄）眼禅師が出 

家した修行僧を募って刻んだ版木の写本で、鐵眼禅師のお寺（黄檗山寶蔵院）が蔵版」となる。 

私見であるが、五世幹道禅師が昭和２２年（1947）大円寺より拝領したものではないだろうか。 

また、五世幹道和尚が作成した『永久保存 月分年分年紀行叓(事)表 大通寺 昭和 22 年夏』 

に記載されている上崎山郷大般若（御守：おもり）には、上郷当番宿から大般若経を受取りに来たら大 

般若経二箱（百巻）と御守用黒塗の箱二個、十六善神御像・・・を渡す。とあり、現在も続く「お守り 

さん」の手順が記載されている。・・・とすると、平安時代までには遡れないが、今から 348 年前の 

「大般若経（蔵版）」が使われていることに感動すべきではないだろうか。 

崎山地区の歴史を知る貴重な文化財の一つある。 

今一つ幕藩時代から続き、代官が置かれた崎山掛り、上村・下村の字名でいう“里村”“大里”（現在で 

は第四町内会と第五町内会）の境界 針崎様宅石垣にある「大乗妙典全部」と刻まれた供養碑は、何を 

供養しているのであろうか。今でも信心深い人の手により供養が続いている。 

全国に「大乗妙典一千部塔」や「大乗妙典二萬部塔」があることから推測して、大般若経 600 巻を読 

誦（どくじゅ）した先祖供養（追善供養）碑ではないかと考えている。建立者、建立年が風化で判読で 

きない今、謂れを知る術が無く残念である。また、何故、両村の境界線にあるのかも気になる。 

なお、五島編年史によると「慧日山大通寺」創立より 35 年前（寛文 14 丁丑（ひのとうし）(1637)に 

は、崎山に[大通寺]、大應寺、徳知庵が既にあり、[大通寺]においては知行地として二石与えられてい 

る。この[大通寺]と「慧日山大通寺」とが同じ寺なのか疑問が残ることばかりである。ただ、これらは 

戦国・江戸時代 崎山の一つの歴史と言える。 

 考古学者でもなく、僧職でもなく、学識経験者でもない“さっきゃま”びとの一人であるが、これから 

もこのタイトルについては調べて行きたい。郷里の諸先輩方からのご教授いただければ幸いです。 

信心深い“さっきゃま”びとの心が未来永劫つづきますように・・・・ 

【参考文献】五島編年史、福江市史、崎山随想、仏教がわかるお経入門、経塚の起源、日本史年表 

社会福祉法人さゆり会は、“崎山鐙瀬自然を守る会”“崎山まちづくり協議会”を応援しています。 

大乗妙典全部供養碑 

「慧日山大通寺」  お守りさん      大般若経轉読 


